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無限の可能性を
ひとりひとりの未来につなげる──。

福井大学は、学術と文化の拠点として、高い倫理観のも

と、人々が健やかに暮らせるための科学と技術に関する世

界的水準での教育・研究を推進し、地域、国及び国際社

会に貢献し得る人材の育成と、独創的でかつ地域の特色に

鑑みた教育科学研究、先端科学技術研究及び医学研究を

行い、専門医療を実践することを目的としています。
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学長からのメッセージ

平成15年10月１日、福井大学と福井医科大学が

統合して、教育地域科学部、医学部及び工学部の

３学部からなる新しい福井大学がスタートしました。

教育地域科学部では、学校教員をめざす人材を育

成する学校教育課程で、多くの実践的な実習を織り

込んだカリキュラムを用意して、密度の濃い教育を

行っています。一昨年、文部科学省の「特色ある大

学教育支援プログラム」に福井大学から応募した

「地域と協働する実践的教員養成プロジェクト」が

採り入れられました。これが採択されたことで福井

大学が日本で最も優れた教員養成系学部であると認

められたことになります。教員志望の方は、迷わず

本学の学校教育課程を選んでください。教員採用率

も年々向上してほぼ完全就職に近づいています。ま

た、地域文化課程と地域社会課程は、優れた企業

人や公務員を育成するために充実した実務教育と多

様な授業科目を提供しており、両課程とも完全就職

を誇っています。

医学部には、医学科と看護学科がありますが、い

ずれも優れた医療人育成をめざして、充実した医学

教育を行っています。とりわけ、一昨年度から開始

した「コアカリキュラム方式」で徹底した基礎医学

の修得をめざし、全教員が学生の個人指導に出動す

る「テュートリアルシステム」できめの細かい教育

を行って、卒業時における国家試験の全員合格をめ

ざしています。

工学部は、66の国立大学法人にある工学部では、

14番目の規模の大きさを誇っています。工学部８学

科は、工学分野のほぼ全域をカバーしていますので、

全国各地から入学志願者を集めています。工学部で

も「創成型プロジェクト」という新たな実践的工学

教育を開始しているところです。また、昨年４月に

は、工学研究科の独立専攻「原子力・エネルギー安

全工学専攻」を設置しました。各学部では基礎的な

工学の知識をしっかり学んだ後に、半数以上の卒業

生は大学院に進学しています。もちろん学部卒業生

は完全就職です。

福井大学は、全国の大学の中でも最も教育熱心な

大学であるとの評価を得ています。さらに、研究面

においても世界最先端の研究が各分野で進められて

います。とりわけ、医学系研究科の「高エネルギー

医学研究センター」における生態画像医学研究、

「遠赤外領域開発研究センター」では世界をリード

する研究が行われているのです。

豊かな自然にめぐまれ緑あふれる清潔な福井大学

の環境は、13階の総合研究棟をはじめ各研究棟とも

近年格段によくなりましたので、快適な学生生活を

過ごしていただくことができるようになりました。

福井大学は、みなさんの期待に十分応えられる大

学であると私は確信しています。

意欲あふれる多数のみなさんが、本学を志望され

ることを期待しています。

パワーアップして、より魅力を増した、

「福井大学」へようこそ

児嶋 眞平学長
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合人間学部長、1997年福井大学長
現在に至る。



飛田：高校生のときは大学生活に対して

希望に胸ふくらませながらも、同時にい

ろいろな不安もあったと思います。当時

を振り返って、みなさんはどんなことを

思い出しますか？

河戸：工学部といってもたくさんの学科

がありますから、何学科にしていいかわ

かりませんでした。それに、工学部は女

子が少ないというのも不安でした。

加藤：僕はかなり早くから医者になりた

いと決めていたので、とにかくやるしか

ないと思っていました。松岡キャンパス

は自宅の福井市から離れていることが、

不安といえば不安でした。

大島：私も、最

初から看護師に

なろうと思って

いましたので、

何学科にするか

の迷いはありま

せんでしたね。

岡田：それは、私も同じです。行政社会

コースなので、公務員になるための勉強

ができるということで決めました。

飛田：今日、対談に参加してくださった

方は、初めから将来の目的をイメージし

て大学に入ってきてくれているという感

じで、優秀ということかな（笑）。

ところで、大学に入って面食らったこと

はありませんか。

坪田：授業時間が90分というのは、さ

すがに面食らいました。高校では50分

授業でしたから（笑）。

大島：看護学科は特に専門的な勉強が多

いので、高校での授業とは大違い。全部

がそのまま自分にとって必要なことだか

ら苦にはならなかったですけど。あと県

外から来たので、一人暮らしという点で

は初めはちょっと慣れなかったですね。

柳瀬：僕の場合は、出身が岐阜だから全

く知り合いがいなかった。でも部活に入

って、対人関係を築いていくなかで、不

安は解消されていきました。

学長：勉強と同時にクラブ活動も頑張

る。いろいろな人と付き合いができて、

いろいろなことを学び取り、自らを磨い

ていく。これは大事なことですね。

飛田：すでに大学生活2年、3年以上た

っている皆さんですが、自分でこういう

ところが変わった、と言えることはあり

ますか。

柳瀬：福井市内で一人暮らしをしている

のですが、一人暮らしだと自分で生活の

リズムを整えていかなければならない。

さらに、大学では、勉強ももちろん自分

で管理していかなければいけない。今で

は、それらができるようになってきたこ

とが、自分としては変わったと思う。

加藤：専門的な実習がたくさんあるとい

うのが高校の授業とは変わった点かな。

手術はいまだに抵抗があるけど、ようや

く医学部に来たのだと実感しているとこ

ろです。

学長：医師や看護師の仕事は命を預かる

仕事だから特に厳しいと思いますよ。患

者さんの痛みがわかる、患者の身になっ

て判断できる医師、看護師になって欲し

いですね。

岡田：授業で情報公開演習というのがあ

って、その授業では、福井市役所や県庁

の人たちに直接、今問題になっているこ

とを尋ねたりしました。今、行政が抱え

ている問題を知ることができたし、それ

まで無関心だった地域のことについても

関心をもって、身近に感じられるように

なりました。

副学長：それは、とてもいい経験をしま

入学前に不安だったこと

大学に入って
面食らったこと

高校の時と
変わったこと

福井大学で見つけたこと、学んだこと福井大学で見つけたこと、学んだこと



したね。そういう授業は、すごく大切だ

と思います。教育地域科学部では平成

11年から、実践を重視する授業を特に

積極的に取り入れ

るようになったの

です。同じよう

な経験ができる

ということで

は、教育地域

科 学 部

だけで

な く 工

学部の方でも「創成型工学教

育システム」というのを導入して、

実践を重視する科目を増やしていま

すよ。

河戸：私は、勉

強に対する姿勢が

変わりましたね。

高校のときは取り

あえず大学に入る

ための勉強。今は、

ひとつひとつの授

業や勉強が自分の

将来に役立っていくというのを実感でき

るようになりました。頑張らなくては、

と思えますね。

飛田：皆さん、福井大学では、なかなか

充実した学生生活を送っているようです

ね。大学に入って身に付いたことは。

坪田：専門的な知識はもちろん身に付い

たと思いますが、実際に自分が教員にな

ったときに行きあたると思われる問題へ

の対処の方法をライフパートナー活動な

どで体験しました。実際の教育現場での

体験は、とても意義深いもので、将来の

ベースになると思います。

加藤：僕は、医学の大変さを

知りました。勉強以外では、

大学生活の上手い（？）過

ごし方かな（笑）。

岡田：ボランティアサー

クルに入ったのですが、

そこではすべて自分たちで準備、行動し

なければならないので、計画を立てて段

取りよく行動するようになりました。

大島：看護学科なので、先生方の臨床実

験の話や実技の授業で「看護」について

の奥深いことを知ることができました。

実習も実際に臨床現場に入るので、多く

のことが身に付きます。

柳瀬：本当の意味での勉強の仕方、勉強

への姿勢かな。2年生のときは部活。3

年はとにかく実験。4年生になって初め

て、この実験はこの勉強のここと関係が

ある、ということが全部繋がってきまし

た。

児嶋　眞平 学長
（こじま　しんぺい）

1936年京都市生まれ。1944年に福
井県丹生郡志津村（現・清水町）へ疎
開。1955年藤島高校卒業まで清水
町で育つ。1955年京都大学工学部
工業化学科入学。
1986年京都大学教養部教授、1992
年京都大学総合人間学部教授、1993
年-96年総合人間学部長、1997年福
井大学長　現在に至る。
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飛田：大学では、いろいろなことが身に

付いたようだけど将来の夢ってあるか

な。

河戸：工学部の中では、機械に一番興味

があったので取りあえずは広く勉強して

みて、興味が持てたらその道に進もうか

なと。まだ絶対に「これ！」というとこ

ろまでは来ていないですが、車に興味が

あるのでそっちの方に進みたいと思って

います。興味が持てるようになると授業

が面白くなってくるし、それまで分から

なかったことも自然に

理解できるようになっ

てきますね。

柳瀬：材料開発の工学

研究科に進学予定です。

自分の進路がほぼ固ま

ってきたので、今はも

う何も迷わないし、決

心を変えるつもりもな

いです。どんな分野でも、“技術系”に

は、「下積み」があると思います。自分

は、そういう現場みたいなのに憧れてい

ます。

学長：下積みはいつの時代もあるし、修

行時代はどんな社会にもあります。これ

を経なかったら、一人前にはなれないで

すから、しっかり耐えて下さい。まぁ、

30歳代までは、下積みでしょう。若い

時に絞られなかったら、大成しないです。

坪田：国語の先生になるのが、夢です。

1、2年生の時は、教師になるための理

論とかいろいろな知識を学んできたので

すが、3年になってからは教育実習が中

心になります。

副学長：教師という職業は、特に話の仕

方が大きく影響しますよ。コミュニケー

ションを図ったり、子どもたちを指導し

たり、授業をしたり・・・。言葉の選び

方や話し方はもちろんですが、はっきり

と大きな声で話すことも簡単そうです

が、意外にむずかしいです。そういう意

味でも、実践ではぜひ心がけてください。

岡田：将来の夢は、公務員になることで

す。地域の人たちの目線で、人の役に立

てる仕事がしたいです。

副学長：これからは地方の時代だから、

情熱があって企画力のある立派な公務員

がどんどん必要になってくる。ぜひ公務

員になって、地域のために力を尽

くしてください。

大島：実習で病院に入ったりして

いますが、看護師の仕事は忙しく

て患者さんと接する時間がないの

が現実です。そのなかでも、でき

るだけ一人一人の患者さんに時間

を費やしてあげたいと思います。

患者さんは、先生

よりも身近にいる看護師

のほうに悩みや不安を相

談することが多いので、

ちゃんと受け止めてあげ

られる看護師になりたい

です。

柳瀬：最近は人が技術を

信頼できないような世の

中になっていると思う。人が技術を信頼

できるような社会づくりに貢献できる技

術者になりたい。今まで世の中になかっ

たものを創り出していくことは、とても

楽しいし、技術者にとっての喜びでもあ

ると思います。

学長：これからは、いろいろな問題を自

分で提起して、解決していく力のある技

術者が求められるようになる。それまで

に存在しなかったものを創造していくと

いう意識は、特に必要ですね。既存のも

のを忠実に作っていくだけでなく、自分

なりに工夫して創り出しそれが世の中の

ためになる。これは、技術者にとって一

番幸せなことですよ。

飛田：大学に入った先輩として、これか

ら大学進学を考えている後輩へのアドバ

イスやメッセージなどをお願いします。

坪田：まずは、人より一歩前に出るよう

な気持ちを持つことが大事。できれば、

自分がやりたいことをきちんと念頭にお

いて進学先を決める方がいいと思いま

す。ただ、何となく大学に入っただけで

は、真剣に学べないし、勉強もきついと

思うので。

大島：私の場合は看護師になるための学

部なので、これはもうそれを目指

す人でなければ選ばないでしょう

し、何となく入っても続かないで

しょう。命を預かる仕事なので、

きついのは当然ですが、目的がは

っきりしているので頑張るだけで

す。

加藤：僕の場合も同じですね。医

学部に入ろうと思うということ

は、当然医者になるためじゃないですか。

すでに高校生の時点で、医者になりたい

んだということがは

っきりしていないと

いけない。でも、今

の高校生の子を見

ていると、必ずし

も医者になりたい

気持ちが先にあ

るのではなくて、

成績がいいから、医学部

これから大学に入る人への
アドバイス

将来への夢と展望



を受験するということもあるようなんで

す。そういうのでは、仮に

医者になったとしてもいい

医者にはなれないと思うし、

第一続かない。医学部に入る

のなら、自分はなぜ医者にな

りたいかまではっきりさせて目

指した方がいいと思う。

学長：本当にその通りだと思いますね。

自分は将来こうなりたいから、この大学

のこの学部を選ぶというのが、最も理想

的です。

最近、高校生の段階では、将来自分が何

をやりたいかが見えない、という人が多

いということを耳にします。入れる大学

だからではなくて、入りたいから選ぶ。

今日集まってくれた皆さんは、たまたま

なのか、それとも優秀だから特に選ばれ

てきたのかは分かりませんが（笑）、ほ

とんどの人が目的を持って本学に入って

きてくれている。とても、嬉しいことで

す。

副学長：「13歳の

ハローワーク」と

いうのがあるけれ

ど、これは中学生

ごろになったらぼ

んやりとでも自分

のやりたいことを

考えておく必要があるということです。

なりたいものは子どもの時からは、いろ

いろと変わっていってもいいから、絶え

ず自分は何になりたいのかを意識して成

長していくことは、とても大事です。そ

れが大学受験の時までに決まっていれば

理想ですね。もっとも、大学に入ってか

ら進路が変わるということも、当然あり

得ることです。

とにかく、いろいろ考えていくうちに、

だんだんと自分の居場所が決定されてい

くものなのです。

柳瀬：できるだけ早めに目標を

決めた方がいいと思います。何

といっても、目標があると大

学生活が充実しますよ。

岡田：私も、自分が将来就き

たい仕事を念頭において、

進学先を決めるといいと思

います。

河戸：それと、行

きたいと思う学科

があったら、多少

の不安や周囲の反

対があっても自分

の気持ちに忠実に

決めた方がいいと

思います。その方が、結果的には後悔し

ないから。

加藤：先ほどの話に付け加えると、僕は

医者のなかでも特に救急をやりたいと考

えています。これは、高校のときに思っ

たことなのですが、目の前で誰かが怪我

とか病気とかで突然倒れたとします。そ

のときに、例えば自分が眼科の専門医だ

ったら、目のことは分かるけれど他のこ

とは専門的な治療とかができない。他の

専門でも同じです。とにかく、まず目の

前の人の命を取り止めることができる医

者になりたいのです。

学長：今年から福井大学医学部

では、卒業後にあらゆる科をす

べて経験できるようにしようと

いう卒後臨床研修が始まりまし

た。

あなたの理想のように、何でも

できる医者を育てるというのが

大きな目的です。一つの専門が

あって、さらに専門以外もこな

せる医者、というのが理想かも

しれませんね。

本学には、まさにそういう立派

な先生が実際たくさんおられます。あな

たはきっとその立派な先生を理想に描い

ておられるのではないでしょうか。少し

でも、その理想の先生に近づこうとする

努力、これはとても素晴らしいですね。

そして、そういう理想の人たちとの出会

いがあるのが、大学のいいところだと思

います。専門を極めていくことで、周辺

のことが自然に見えてくるというのも事

実。そういった意味では、まずは一つの

ことを一生懸命やっていくのも悪いこと

ではないでしょう。

飛田：学長、副学長とこうやってひざを

交えて、親しく話すという機会はあまり

ないですから、今日は本当に有意義な時

間を持てたのではないかと思います。皆

さん、どうでしたか。また、これからも

出来るだけこういう時間を持って、有意

義な学生生活が過ごせるよういろいろや

って行きたいと考えています。今日は、

皆さんご苦労様でした。学長、副学長に

はお忙しいところ、有り難うございまし

た。



教育地域科学部
教育地域科学部ってどんな学部なの？

「教育」とい

う名の通り、先

生を養成する学

校教育課程があ

ります。そして、

「地域」という

名のついた二つ

の課程がありま

す。先生の免許

は取れないが、地域の文化や地域の人々の心身の健康な

どをサポートする専門家、地域と国際社会の架け橋とな

る専門家などを育てる地域文化課程、それに、公務員な

どの地域を支える専門家となることを目指す地域社会課

程からなります。これらの三つの課程は、どれも地域に

生起するさまざまな課題に取り組み、それらを解決し、

よりよい地域社会をつくるための専門家になることを目

指します、そのために、教育科学や地域科学についての

知見を学ぶとともにそれらにもとづく実践を行います。

21世紀になり、急速なグローバリゼーションが進んで

います。一方、国内では地方分権が進められています。

そのような流れの中にあって、これからは、地域が固有

の力を持たなければならない時代です。現代社会では、

教育、文化、政治、経済、環境などの要素が複雑に絡

み合い、より高度で専門的な判断を必要とする課題に直

面せざるを得ません。それらの課題の解決には、高度の

知識と見識と行動力が必要です。教育地域科学部は、そ

のような若者を教育し、地域に貢献するために頑張って

います。2003年度には、実践的な力量形成の教育が認

められ、全国の大学の優れた教育を選定する「特色ある

大学教育支援プログラム」に選ばれました。教員養成系

としては、全国でただ一つ選ばれ、教育地域科学部の教

育は全国でもきわめて高い評価を得ています。

ところで、皆さんは就職のことが気がかりだと思いま

す。少子化が進行しているとはいえ、教員も含めて働い

ている人々の年齢構成は団塊の世代といわれる40代の後

半から50代に偏っています。新聞等でも発表されている

ように、全国的には、すでに教員不足がかなり心配され

る地域も生まれています。教育地域科学部としても、就

職には非常に力を入れて取り組んでいます。

地域のために頑張ってみようという意欲ある若者よ、是

非、教育地域科学部へ！

教育地域科学部長
黒木　哲徳
Tetsunori Kurogi

宮崎県出身。九州大学理学部数学科卒業。大学
院修了後、九州大学、名古屋大学の理学部勤務
を経て、現在は福井大学教授。2001年～2003
年副学長。位相幾何学の専門家、理学博士。現
在は日本総合学習学会副会長、日本数学協会幹
事、広島大学教育開発国際協力研究センター客
員などを務め、アルゼンチンで数学教育改革の
現地指導を行うなど、国内外の算数、数学の教
育と研究に携わる。

言 語 教 育 コ ー ス

教育地域
科学部

理 数 教 育 コ ー ス

芸術・保健体育教育コース

生活科学教育コース

社会系教育コース

教育実践科学コース

臨床教育科学コース

障害児教育コース

生 涯 学 習 コ ー ス

異文化交流コース

行 政 社 会 コ ー ス

地 域 環 境 コ ー ス

学 校 教 育 専 攻

障 害 児 教 育 専 攻

教 科 教 育 専 攻

知的障害教育専攻

【大学院】

学校教育課程

地域文化課程

地域社会課程

教育学研究科 修士課程

特殊教育特別専攻科

教育実践総合センター

教育地域科学部附属
小学校・中学校・幼稚園

教育地域科学部附属
養護学校

総合自然教育センター



生まれてから就学までの乳幼児期が研

究の中心です。子どもはどんなふうに成

長していくのか、親の育児や幼児教育は

どのように影響していくのかといったこ

とを幼稚園や保育園にうかがって現場の

先生方と検討しています。また子育て中

の親御さんを対象としたセミナーなど、

子どもの心やからだの育ちについて学び

あうといった企画のなかで、子どもも楽

しく親も楽し

い子育て子育

ちを応援して

います。

学校教育課程

社会の状況が大きく変化し、その中でさまざまな問題が

発生している今日、学校教育の在り方が問い直されていま

す。21世紀を担う子どもたちに本当に応えることのでき

る学びのあり方をとらえ直し、豊かな個性や創造性を育ん

でいく学校づくり・授業づくり、そしてそれらを担う教師

の資質が求められています。

学校教育課程では、小学校・中学校の教員を区別なく包

括的に養成します。また教科を括った「言語教育」「理数教

育」「芸術・保健体育教育」「生活科学教育」「社会系教育」

の5コース、さらには子どもたちの発達と教育に直接関わる

「教育実践科学」「臨床教育科学」「障害児教育」の3コース

を設けています。

学生は、1つのコ

ースに属し、そこ

での専門を深めな

がら、小中学校9年

間を見通したカリ

キュラム編成の能

力、学びの総合化

への視点を培います。さらに「いじめ」、「不登校」や「科学

技術離れ」などの今日的な課題の社会的背景やそれらへの

対応の在り方などの理解を通じて、教師として必要な深く

広い資質の形

成をめざしま

す。

教育地域科学部──

教育地域科学部
生活科学教育講座

助教授竹内　惠子
Keiko Takeuchi

京都府生まれ。福井医科
大学（現福井大学）医学
部医学科卒業。小児科医。
医学部ではなく学校教育
課程で子どもの成長と環
境について指導。

「子どもに学ぶ、子どもを学ぶ」

どんなもようができるかな？!（附属幼稚園にて教育実習）

ほっとひと休み教育実習生控室（附属小学校）

教育実習“3年選択家庭科自由こんだて”（附属中学校）

■学校教育課程で取得可能な教員免許状の一覧

コース名

言語教育

理数教育

芸術・保健
体育教育

生活科学教育

社会系教育

教育実践科学
臨床教育科学
障害児教育

小学校1種/2種

◎

◎

◎

◎

◎

◎
◎
◎

中学校1種/2種
国語
英語
数学
理科
音楽
美術

保健体育、保健
技術
家庭

社会

※
※
※

高等学校1種
国語、書道
英語
数学
理科
音楽

美術、工芸
保健体育、保健
工業
家庭
地理歴史
公民
※
※
※

養護学校1種
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
◎

幼稚園1種
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

◎：卒業に必要な単位を履修することで修得。 ○：必要な単位を履修することで修得。
※：希望する免許の教科を選択することにより修得。



行政社会コースは、社会科学の分野を専

門する先生が所属しています。私は、その中

でも政府や地方自治体などの公共部門が、民

間部門の市場に対してどのようなかかわりを

持つべきか、について、経済学の視点から研

究しています。民間の市場の基本は、自由

な取引が基本となりますが、常に自由放任

が望ましい結果をもたらすわけではありませ

ん。しかしなが

ら、一方で、公共部門の過剰な市場への介

入もまた同じことが言えます。そうだとすれ

ば、どのような形で公共部門と民間部門が、

役割分担していくべきか。私の基礎的な研

究のテーマはそこにあります。身近な地方自

治体の政策の評価を通してこれらのことを考

えていければ、と思います。

教育地域科学部──

教育地域科学部
行政社会講座

助教授手塚広一郎
Kouichiro Tezuka

1995年一橋大学商学部を
卒業後、1997年同大学院
修士課程修了の後、2000
年、同大学院博士課程単位
取得退学。2000年に一橋
大学商学研究科助手などを
経て、2002年、現職。学
位は、商学修士。専攻は、
経済政策、交通経済学、物
流論、公益事業論他。

地域に根ざした2つの大きな取り組み－ライフパートナーと探求ネットワーク－

文部科学省のフレンドシップ事業とし

て10年以上の歴史をもつ２つの大きな

取り組みがあります。1つは学生たちが

福井県内の不登校の子どもたちをサポー

トするライフパートナー事業、もう一つ

は５月から12月までの土曜日に、地域

の小・中学生と一緒にいろいろなテーマ

で総合学習をおこなう探求ネットワー

ク。この２つとも、平成15年度の文部科学省「特色ある大

学教育支援プログラ

ム」(ＧＰ)に全国的に

注目されて採択されま

した。

ライフパートナーは、

不登校の子どもたちの

サポートのために、学生が学校や適応指導教室に派遣され

たり、さらにはその子の家庭にいく場合もあります。子ども

たちの良き相談相手のお兄さん、お姉さんとして慕われて

います。探求ネットワークは、平成16年度は小・中学生約

250名、学生約120名の参加で活発に楽しく行われまし

た。９つのブロックは、人形劇・もぐもぐ(料理)・紙すき・

歴史たんけん・気球・ナチュラルクッキングパラダイス・そ

れいけ探検隊・キャン

プ工房・ふれあいフレ

ンドクラブ（FFC）。最

後のFFCは障害をもっ

た子どもたちを対象と

した新しいブロックで

す。小学生からずっと

「政策を経済学で考えてみる」

参加し続けている高校生や障害をもっている子どもたち

（FFC）にボランティアで参加してくれている高校生もいま

す。

探求ネットワークは１年生から４年生までの学生がいま

すが、大学に入学したばかりの１年生がたくさん参加して

非常に活気にあふれています。１年生から多くの子ども達

と直接触れ合えるので将来教師を目指す学生にとっては非

常に貴重な体験です。是非とも、一緒に活動に参加しませ

んか。

上山 慎弥Shinya Kamiyama （理数教育コース 3年生）

探求ネットワ－クはその名のとおり様々な活動に

ついて探求していく活動です。地域の子どもたちを

集めて料理、人形劇、紙すきなど様々なブロックに

わかれてそれぞれのテ－マについて共に学び、楽し

く活動しています。子どもたちと活動していく上で

子どもとの接し方はもちろんのこと、叱り方やどうやったらうまく

学習していけるかを考えていけます。そしていろんな活動やイベン

トなどの企画についてもすべて我々学生で運営していくので、その

ような企画、運営力も身につけていけます。私は人形げきブロック

で人形劇について、元気いっぱいの子どもたちと一緒にはしゃぎま

わりながら学習しています。

みなさんも子どもたちと一緒にはしゃいで学んでいきましょう。

FFCに参加した高校生の感想

それまでの私にとって学びとは進路に必要な手段に近い存在

で、やりがいや達成感を感じる機会はあまりありませんでした。

しかし探求ネットワークでは活動で感じたことを省み次へと活

かしていく…という自分たちがダイレクトに試されてるような

わくわく感と、一つの目標へ少しずつ近づいていく過程の楽し

さを知ることができました。このことは私に学びの新たな一面

を教えてくれました。探求ネットワークは、知識だけではなく

知恵を身につけられる活動だと思います。

教育地域科学部附属
教育実践総合センター

教授森　透
Toru Mori



私たちは、私たちの身の回りの世界につ

いて、たくさんのことを知っています。こ

れは「知識」と呼ばれ、私たちの「頭の

中」にあると思われています。しかし、「知

識」には様々な種類があり、たとえばメデ

ィアから得る知識と、体験から得る知識と

ではまったく異なる性質をもっています。

「『知る』を

知ること」

はとてもや

っかいなテーマです。しかし、これを皆さ

んと一緒に考えていきたいと思っています。

教育地域科学部──

教育地域科学部
附属教育実践総合センター

助教授三嶋　博之
Hiroyuki Mishima

東京生まれ。早稲田大学人
間科学部人間基礎科学科卒
業。早稲田大学大学院人間
科学研究科博士後期課程修
了。博士（人間科学）。主な
著書：『エコロジカル・マ
インド』（単著、日本放送出
版協会）、『生態心理学の構
想』（共編、東京大学出版会）。

「『知る』を知ること」

地域文化課程

地域文化課程とは、私たちの住む地域

の暮らしの課題に新たな視点から取り組

もうとする課程です。生涯学習コースと

異文化交流コースのふたつからなります。

生涯学習コースは、地域の学習、文

化、健康、スポーツにかかわる活動を支援・企画・運営す

ることのできる専門家の養成を目標としています。

カリキュラムでは、経験や活動を通して学ぶ実践的教育

を重視しており、県内にある生涯学習や健康・体育関係の

施設・機関で実地の研修活動もおこないます。社会教育主

事や博物館学芸員の資格も取得可能です。

異文化交流コースは、地域と国際社会とを橋渡しする専

門的指導者の養成を目標としています。私たちの住む地域

においても、異文化との交流を通じて外国の諸地域との友

好関係を築き、多文化共生社会を実現する必要がますます

高まってきています。カリキュラムにおいては、実用的なコ

ミュニケーション能力と専門的な異文化理解能力の養成を

重視しています。

地域社会課程とはどんなこ

とを学ぶところなの？

地域社会課程は、地方分権を

担い、環境と調和した地域形成を

課題とした課程で、２つのコースからできています。１つは

行政社会コースで、１つは地域環境コースです。

行政社会コースでは、地域

の行政・産業・住民生活など

に関わる社会科学系の諸分野

を総合的に教育・研究するこ

とにより、自治体の政策立案、

合理的な経済運営、住民の生

活問題などについて専門的な

知識と技量を備えた人を育てています。

地域環境コースでは、フィールドワーク、実験・実習、

情報処理を重視しながら、地理や住生活、地質や生物に関

する諸分野を総合的に教育・研究することにより、地域の

自然、社会、人間の相互作用を的確

に分析し、適切な生活環境を維持あ

るいは創成することに貢献できる人

を育てています。

卒業生はどんなところに就職しているの？

行政社会コースでは県庁や市役所などの地方公務員、銀

行や信用金庫などの金融関係、あるいは情報関係やサービ

ス業、製造業など民間企業の事務職、営業職等です。

地域環境コースは、情報関係や環境アセスメント関連、

住宅関連など民間企業の技術職あるいは事務職、営業職等

です。

山岸 美穂Miho Yamagishi （生涯学習コース 3年生）

私は美術の講義を中心に受講しています。美術史

の演習では、その知識を活かした美術品の紹介レ

ポートを作成しています。分かりやすく読み手を

惹きつける文章構成と共に、コンピュータの使い

方も学べるのが魅力です。児童館を舞台にした企

画実習では、催し物の立案・実施・反省のサイクルを通し、企

画運営のプロセスを学ぶことができました。

地域社会課程

主な就職先 生涯学習コースからは、地域の文化施設や病院・

保健施設、情報、サービス関連の一般企業など。異文化交流コ

ースからは企業の対外交渉部門、旅行代理店や通訳・翻訳業務

など、公的機関の国際交流担当部門など。



医 学 部
医学部って、どんな学部なのだろうか？

医学は人類の歴

史と共に歩んでき

た息の永い科学で

す。結核や天然痘

に代表される伝染

病の永年に亘る克

服の歴史は皆さん

もよくご存知でしょう。人間は誰でも病を治し健康を維

持したいと望みます。その希望に応えるために、世界中

の大学で古くから医学部が設立され現在に至っています。

例えば日本から多くの研究者が留学する米国ハーバード

大学医学部は歴史、実績の両方で世界的に有名です。

福井県には20数年前まで医学部を持つ大学が無かった

のですが、県民の熱心な要望のお陰で1978年に「福井医

科大学」が松岡町に設立されました。その後、先進的な

医学、医療を追求する大学としての役割を果たし、県民

の皆さんには「医科大」の愛称で親しまれて来ました。

そして平成15年10月に旧福井大学と統合し、「福井大学

医学部」に生まれ変わりました。

医学部の主な使命は最新の医療や医学研究を追求し、

そしてそれらに将来携わる人材を育て社会に送り出すこ

とにあります。医学部には６年制の医学科と４年制の看

護学科があり、それぞれ一貫したカリキュラムで教育が

なされています。

その内容を簡単に要約しますと、医学科の場合は、入

学直後から始まる医学準備教育、ついで基礎医学、臨床

医学を勉強しますが、これら３つを密接に関連させなが

らより効果的な教育が実現するよう努力しています。看

護学科の場合は、将来、自分の希望する領域での活動を

可能とするために必要な免許が取れるような教育課程と

なっています。医学部の学生には将来の医学・看護学、

医療の専門家として社会に貢献出来るようになるため、

技術の勉強のみならず、豊かな人間性と生命を尊ぶ優し

い心、厳しい労働に耐える体力と気力を養う必要があり

ます。そのために体育を含めた課外活動は重要と考えて

いますので積極的な参加を望んでいます。

福井大学医学部は医学・看護学、医療の更なる進歩と

社会への貢献のため日夜努力し前進しています。その活

力を維持するためには若い力が是非とも必要です。そこ

で皆さんのような意欲とファイト溢れる若者の参加を心

から望んでいます。

医学部長
伊藤　春海
Harumi Ito

広島県出身。1968年京都大学医学部卒業。放
射線医学専攻。1976年米国ジョンズ・ホプキン
ス大学留学。京都大学医学部助教授を経て、
1999年福井医科大学放射線医学講座教授就任。
2002年同大学医学科長、2003年福井大学医学
部長となり、現在に至る。呼吸器疾患の画像診
断学の分野で、放射線画像と解剖病理学の境界
領域を開拓し、新たな診断学を創出した功績で
1984年北米放射線学会よりクムラウデ賞を受
賞。学生と若手医師の画像診断学教育に力を入
れている。

診 療 科

医学部

中 央 診 療 施 設

特 殊 診 療 施 設

薬 剤 部

看 護 部

医療環境制御センター

卒後臨床研修センター

看 護 学 専 攻

生 理 系 専 攻

【大学院】

附 属 病 院

医学系研究科

医学部附属病院
（病床数600床・診療科17科）

医学部

看 護 学 科

医 学 科

生 化 系 専 攻

形 態 系 専 攻

生 態 系 専 攻

修士課程

博士課程

地域医療連携センター

治験管理センター



医学科 定員：推薦20名、前期55名、後期20名、編入（2年後期）5名

1980年（昭和55年）に第１期生を受け入れて以来、

今年で25年になります。入学生は、福井を中心とした北

陸、ついで関東、東海、近畿などからやってきますが、全

国各地から広く集まってきています。また、学士編入学生

（２年後期、５名）以外にも、前期と後期の入学生の中に学

部卒や大学院修了者の割合が比較的高いのが本学の医学部

医学科の特徴です。

１年生から２年生にかけていわゆる教養教育を学びます。

２年前から教養教育から始

まる医学教育を教養教育担

当教員以外に基礎医学と臨

床医学の教員を多く取り入

れた統合型の授業内容に改

編しました。

さらに、「医学とは何か」に的を絞った集中講義や体験実

習を準備して医学生としての早期の方向付けが可能になる

よう工夫しています。例えば、医学入門と医学概論、コミ

ュニケーションとチーム医療、健康科学などです。さらに、

大学の授業にスムーズに入っていけるようにと準備教育を

準備しています。具体的には、生物学や物理学を充分に学

んで来なかった人に対する初歩的な導入科目です。それは、

医学のための生物学入門

であり、医学のための物理

学入門です。また、選択

科目として総合教養ゼミ

ナールを準備して、化学、

物理、数学、哲学など専

門性の高いゼミを開講し、

希望者を募って参加してもらっています。

１年生の学士入学者には教養科目に関して既修得単位認

定制度を準備して履修を免除し、自由時間をより多く持て

るように工夫してあります。英語とドイツ語に関しては医学

に的を絞った科目を準備しています。また、入門テュ－ト

リアルとして、グループ学習、自学自習の体験など学生が

自ら問題を分析し、理解し、調査を行って解決していく演

習を１年生後期に準備しています。

いわゆる基礎医学は

２年の前期から始まり

ます。具体的には、ヒ

トをはじめ動物の生体

物質（生化学）、細胞

と組織（解剖学）、動

物の調節機構（生理

学）、個体発生（解剖学）など正常な形態と機能を学びま

す。これらに並行して顕微鏡実習があり、ヒトと動物の身

体の組織構成を観察します。後期になると微生物学、免疫

学、遺伝学、人体解剖実習、脳実習などが行われます。

臨床と関連性の強い科目を学びま

す。病理学、薬理学、放射線基礎医

学、環境保健学、法医学と教科は進

みますが、臓器別臨床医学の講義の

中に基礎医学系の一部が入り込む仕

組みになっています。全国共通の

「共用試験」に合わせて、基本的な必須事項と高度な発展的

事項をどのように組み合わせて授業するか、新しい医学教

育の体系が模索されつつ具体的に進行しています。また、

研究の現場に直接触れて学ぶ研究室配属も準備されていま

す。

共用試験に合格すると、病院実習の課程に入ります。臓

器別、あるいは、臨床医学の科別に附属病院の病棟、外来、

さらには、市中病院、特色ある診療所などを訪問して現場

の雰囲気を肌で感

じながら実習し、

医学的知識は当然

のことながら、実

際の医療を直に体

験します。

教養教育を中心に医学導入に特化した教育

テュートリアル制の自学自習風景

新入生の宿泊研修（人工呼吸の講習風景）

２年生から始まる医学専門教育

３年生以降の医学専門教育

臨床実習

人体解剖実習の直前の風景

微生物学の実習風景

放射線医学の実習風景



臨床看護学（成人・老人看護学）

―実践能力の高い看護職を目指して―

成人・老人看護学では、成人および老年期の方を対象と

した、さまざまな臨床において優れた看護実践を提供でき

る看護職を育成することを目指しています。

成人看護学では看護実践を行なうことによって患者の苦

痛を緩和し、健康の回復・増進を促すことや、退院後の自

宅訪問を通して看護の継続性を学んでいます。老人看護学

では、高齢者ケア施設(老人保健施設、特別養護老人ホーム

など)において、高齢者への援助とかかわりを通して高齢者

の特性を学んでいます。さらに講義の中でも、消防署での

救急活動演習、地域防災センターでの災害体験、高齢者疑

似体験、手術室での演習など、実際の場で学べるように、

ふんだんに体験学習を取り入れています。

看護学科 定員：推薦15名、前期30名、後期15名、編入（3年次）10名

平成９年に医学部に併設されました。カリキュラムは、

将来の職業選択に対応できることを考慮し、選択科目を多

くしたゆとりある教育を行っています。臨床実習は医学部

附属病院を主な実習病院としており、充実した最新の医療

に触れることができます。また、実践能力を習得し、看護

学を発展させることができることを目指して、医学・看護

学の専門度の高い教員が教育・研究にあたっています。

─看護学への入り口です─

大学に入学して、いちばん最初に看護の専門科目を学ぶ

ところ…

それが「基礎看護学」の領域です。「看護」とは何か？

看護の対象となる「人間」とは何か？ということから、実

際の援助技術まで幅広い内容を学びます。

―県内で唯一、助産師を養成―

母子看護学・助産学では、すべての女性と子どもの看護

について学びます。

母性看護学では妊産婦の

看護を中心に、 女性のラ

イフサイクルを広い視野で

とらえ、 思春期、更年期

の女性のこころとからだに

ついて学びます。

小児看護学では、健康・

不健康を問わず、すべてのこどもを対象とし, 適切な看護を

行うために必要なこどもの心身の発育・発達についても学

びます。

助産学は選択科目です。新しい命が生まれる感動的な瞬

間に、お母様と新生児およびその家族の支援を行うことに

必要なことを中心に学びます。助産師を養成しているのは、

福井県では本学だけです。

基礎看護学

臨床看護学（母子看護学・助産学）

■演習の様子

「看護技術論」の演
習で、モデルをつか
って採血の技術を学
んでいるところです。
学生も教員も緊張が
高まります。

実際に患者さんに
注射するときのことを
考えながら…
ドキドキ

地域看護学

─地域社会は私たちのキャンパス─

地域看護学では、子どもからお年寄りまで、健康な人か

ら障害のある人まで、あらゆる年齢,健康レベルにある住民

に対して、より健康的な生活を

支援するために必要な知識と技

術を学びます。

特に、健康の維持・増進、疾

病の予防、病院および在宅で療

養する方への看護ケアや、保

健・医療・福祉制度および人々の健康に影響を与える環境

要因について、講義や実習（県、市町村、訪問看護ステー

ション、病院）を通して、理論

と実践を学習します。

人々の主体性を尊重し、科

学的根拠に基づいた支援を提

供できる看護職の育成を目指

しています。
健康教育の実習風景

新生児の沐浴の演習

さあお風
呂

ですよ～

手術室での演習 老人疑似体験の様子

足学のリラックス効果を脳波測定
により検定しているところ

実習カンファレンスの風景



医学部附属病院 病床数：600床　診療科：17科

昭和58年に開院しました。病院の理念として“最高・最

新の医療を安心と信頼の下で”を掲げ、福井県で唯一の特

定機能病院として、地域の中核的医療と高度先進医療を担

当しています。卒前臨床実習では、充実した診療・研究環

境下、熟練した先輩医師による指導体制をクリニカルクラ

ークシップ制を中心に導入しています。以下に、当病院の

主な特色を紹介します。

高エネルギー医学研究センターとの連携による診療に加え、

先端的医療を活発に実施しています。“高度先進医療”も平

成16年度に２件が追加され、計４件となりました。

悪性腫瘍領域では、白血病などの血液がんの治療のため、

無菌室、準無菌室 計16床（内科、小

児科）を有し、県内唯一の骨髄移植財

団認定施設です。

外科も肝癌手術など各専門分野で全

国有数の症例数をもっています。心・

脳血管障害について、急性心筋梗塞の

心臓カテーテルによる治療の24時間

体制、不整脈のアブレーション治療、

心疾患・大動脈瘤の緊急手術など高度

医療の実績は順調に増加しています。

女性の健康問題を総

合的に診療する中高

年外来や周産期・未

熟児医療の体制も整いつつあり、ICUを６床に増やして、術

後の安全性をさらに高めています。悪性腫瘍患者様などのた

めのセカンド・オピニオン外来も行っています。

特色ある高度先進医療の充実

高エネルギー医学研究センターとの協力体制

原発立地県の特定機能病院として、高エネルギーを先端医

療に生かす研究を、高エネルギー医学研究センターと共同で

活発に行っています。COEプログラム（トップ30）の医学

部門にも北陸で唯一選ばれました。当院の多くの診療科がこ

のプログラムに参画しており、先端医療画像センターを設立

し、北陸で初めてPET－CTを導入し、微少がんの診断を開

始するなど、患者様にその成果を還元しています。

安心して患者様に診療を受けて頂ける病院作り

安全な病院作りに力を入れ、患者様の安全管理の世界的

指標であるISO9001を平成15年に国立大学病院で第2番

目に全病院で取得し、世界的な基準をクリアーしました。

現在、国立で唯一の医療訴訟のない大学です。安全管理

と院内感染対策を一元化した医療環境制御センターを設立

し、充実した体制で患者様に安心して療養に専念して頂け

るよう、不断の努力をしています。

さらに、20分以内に患者

様の紹介や逆紹介の連絡が可

能なシステムとして地域医療

連携センターを平成16年１

月からスタートしました。

地域医療連携センター

全国の国立大学に先駆けて注目を集めているのが本学の

卒後臨床研修システムです。北米ER型の救急部と総合診療

部が一体となり外来診療を原則とする、全国でもユニーク

な診療体制の下、大学病院でありながら救急や一般診療に

ついても充実した研修を受けることができます。

さらに、ACLS（二次救命措置）を含む救命救急技術の習

得や、外国人臨床講師の定期的採用などを基礎とした福井

大学方式というべき独自の研修システムを構築中です。

卒後３年目以降の各診療科の専門医養成のための後期研

修プログラムも魅力あるものとしてすでに作成され、ホーム

ページ等に公開されています。

充実した卒後臨床研修体制

■未熟児室 未熟児診療部は超低出
生体重児が多く入院し、高度な医療
の提供、家族に対しての心理的・精
神的支援を医師、看護師が協力し、
細やかなケアを実践しています。

■救急部 救急部と総合診療部が一
体化して、北米ER型救急外来で救
急の初期診療にあたっています。

■術中CTスキャン 既存の手術室に自走式
ヘリカルCTを導入しました。開創中に病変の摘
出程度が短時間に描出でき、立体画像も撮影で
きます。特に、脳手術で深部の腫瘍摘出程度や
頚椎部の骨削除範囲の確認などに有用です。



大学院医学系研究科

大学院医学系研究科には、医学領域を専攻対象とする博

士課程と看護学領域を専攻対象とする修士課程が設けられ

ています。

博士課程では、世界的な研究成果をあげ先端的医科学や

高度先端医療を生みだし担うリーダーたり得る医師・医学

研究者の育成を目的としています。

修士課程では、より高度な専門性をもった看護の実現に

むけ、広い視野で精深な学識を授け、理論と実践の面から

の看護学教育と研究を進めています。

なお本学医学系研究科における「生体画像医学の統合研

究プログラム」は、文部科学省により世界最高水準の大学

づくりを推進するため全国の大学院（博士課程）を対象と

して実施されている「２１世紀COEプログラム」に選ばれて

います（平成１５年度医学系にて選出）。

医学部医学科卒業者や

修士課程修了者などを対

象とし、最先端の医学研

究や高度医療研究を学び

実践する課程です。

いわゆる各研究室での

実験に加え、各専門分野

に関する講義や学内外の著名研究者を招いてのセミナーを

積極的に行うとともに、倫理的側面、コンピューターや医

学統計、さらには論文作成や発

表方法に関する専門知識と具体

的なノウハウの指導も含めたカ

リキュラムを備えた課程です。

各研究室では活発に研究が行

われており、そこで大学院生は

最先端の科学を理解し、実際の担い手として指導を受け活

動します。「生体画像医学」は本学が得意とする大きなテー

マですが、生命科学・臨床医学の他の分野においても数多

くの先端的研究がなされています。転写因子の働き、脳や

免疫系に関する研究、生殖医学に関する研究など世界的に

高い評価を受けている研究が数多くなされています。

博士課程

定員：博士課程　30名、修士課程12名

生体画像医学の統合研究プログラム

高エネルギー医学研究センター（形態系）を軸として、

大学院博士課程各専攻より研究者が集結し、基礎・臨床医

学分野での知見と本学が得意とする高度な放射線画像診断

技術を融合させ、生命現象や疾患を非侵襲的に画像化する

分子イメージングの拠点を目指すものです。これにより、が

ん・痴呆などに関する分子生物学などの情報に基づく先端

画像医学を確立し、保健・医療の推進に貢献し、さらには

画像技術を用いる新しいシステム医科学の創成を目指して

います。本プログラムでは、この学際的研究の推進のため、

柔軟な発想を持つ若手研究者・大学院学生の萌芽的研究支

援・指導体制の確立、併せて高度化設備の活用・強化なら

びにそれらに習熟した研究支援者の育成等、新しい研究シ

ステムの構築も進めています。

分子プロープ
サイクロトロン

11C, 13N, 15O, 18F

3T-MRI

細胞画像

スライス画像 動物用PET 臨床PET 看護大学卒業者や、看護師・保健師または助産師として

の経験が３年以上の方を対象に、より高度な看護専門職、

教育・研究者を育成する課程です。有職者が離職すること

なく就学できるよう夜間も開

講しています。基礎・地域看

護学、成人・老人看護学、

母子看護学の３分野５領域

があり、各研究室では活発に

研究が行われています。大学院生は、専攻領域の専門家を

招いての講義や演習、

実験・実習などによる

指導により研究を発展

させ、修士論文の作成

過程を実践的に学びま

す。

修士課程（看護学専攻）

看護学演習

博士課程の授業風景

博士課程大学院生の研究風景

看護学実験



高エネルギー医学研究センター

放射線医学の研究センターとして設立され、医療画像の研

究・開発を行っています。特にからだの中のはたらき(臓器

機能)を画像化し、病気の診断や治療効果の判定を行うなど

の目的がありますが、正常状態でのからだの生理機能を測定

することで、脳や心臓といった重要臓器のしくみを明らかに

していくことも大切な

医学研究のひとつです。

像も得られるようになってきました。特に脳

機能を反映した脳血流の変化は、ファンク

ショナルMRI (fMRI)として、研究や脳神経

疾患の病態解明に盛んに用いられています。

脳は様々な刺激に対する認知や判断、臓器

への指令など、複雑な情報処理を短時間で行っています。

これらの正常な神経機能の研究は、様々な精神神経疾患の

病態解明に役立ちます。また、疾患においては、形態的変

化と機能の変化を同時に観察できるので、今後さらに有用

性が高まっていくと思われます。

ポジトロン断層画像（PET）による機能イメージング

PETは、臓器の血流や

代謝、さらには情報伝達

機能など、からだのユニ

ークな機能情報を測定、

画像化できる特徴を持っ

ています。エネルギー源

となるブドウ糖の代謝や、

タンパク合成のためのア

ミノ酸代謝を調べることで、

からだの活動が正常か、病的

状態かを診断することができ

ます。最近では、ガン細胞が

ブドウ糖をたくさん取り込む

ことを利用して、ガンの有無のチェッ

クや全身への広がりを診断するために

PETが利用されるようになっています。

また、痴呆やてんかんの患者では、脳

のブドウ糖代謝や血流が変化すること

が知られており、診断や治療のために

PET画像が利用されています。心臓疾患では、やはり血流

の低下や心筋梗塞で代謝が変化するため、血流や代謝の測

定が病態把握に役に立ちます。

放射性同位元素(RI)を薬剤

や生理物質に組み込む(標識

する)と、それらの物質の体内

や細胞内での挙動を追跡する

ことができます。RIの一つで

あるポジトロン核種は、半減期(放射性物質が放射能を出し

て消失していく目安)が短いため、検査や実験に用いる核種

を施設内で作る必要がありま

す。当センターでは臨床用の

小型サイクロトロンを二台稼

働させ、臨床検査のみでなく、

動物実験や基礎実験に用いる

様々な薬剤を合成していま

す。

からだの生理機能を測定す

るための新しい薬剤の開発や

合成方法の改良、動物実験に

よる検証などを行っています。

また、細胞や組織レベルでの

代謝や反応を研究するための

基礎的実験施設があり、再生

医療への応用を目指した分子

レベルでの解析や、画像化へ

向けての実験を広く行ってい

ます。

分子でみる細胞の機能イメージング～臨床応用へ

痴呆患者(アルツハイマー病)の脳
血流低下と病域のMRI画像による
脳表への重ね合わせ。

全身用PET装置

ガンへのFDGの集積（矢印）

脳のはたらきを画像化する

からだの機能を画像化する方法として、最近MRI(磁気共

鳴画像)が注目されています。MRIはもともと、からだの内

部構造を放射線を使わずに磁場を利用して画像化する装置

でしたが、撮像法の進歩により、血流や代謝を反映した画

心筋機能の画像化
動画にして壁運動も観察で
きる。

小型サイクロトロン

動物用PET装置

臨床用放射性薬剤自動合成装置

分子生物学実験室

脳機能の画像化
ある刺激に対し、血
流が増加した部位が
赤で示されている。

自動合成装置操作室



工 学 部
人と環境に優しい工学技術を目指して、学び、探求する

工学は人間社会に直接かかわる学術の分野であり、そ

の持続的発展を可能にするための科学技術の学問体系

です。工学部及び工学研究科では、工学の諸課題を実

践的に教育研究し、人材育成と研究成果を以って社会

の発展に寄与してきています。未来社会を支える技術

者には高度な専門能力に加えて、創造力、批判力、自

己学習力および国際コミュニケーション力が必要とな

ります。これらの総合能力を持った高度専門技術者を

育成することが本学部・研究科の教育目標です。この

目標を達成するために、新入生に対する大学教育や大

学生活への導入教育、全ての学生がコンピュータを使

いこなせることを目指した情報リテラシー教育、数学

や英語などの基礎学力を補うステップアップ教育、様々

な課題の調査・研究・学習に学生が主体的に取り組む

創成型教育、副専攻制を取り入れた幅広い教養教育等

を各学科の専門教育と並行して実施しております。学

生の学習や生活に関する相談には助言教員を配置して

きめ細かく対応・支援しています。また、専門分野に

応じて様々な資格や免許を取得できるようにカリキュ

ラムを整備しています。

本学部は工学の殆ど全ての分野をカバーする8学科か

らなり、さらに高度な教育・研究を行うための大学院

には博士前期課程10専攻と博士後期課程3専攻を擁し、

学部学生・大学院生総数3,252名の大規模な学部です。

社会の高度化に応じて、近年では学部学生の50％程度

が大学院に進学しています。

今世紀は人と自然、そして産業の“共生”を実現さ

せる時代です。そのために、豊かな創造性と人間や環

境に優しさを持った技術者が必要とされています。工

学部では、基礎及び専門の学力をしっかりと身につけ

させ、チャレンジ精神を養うことにより、科学技術力

を通して国際社会で活躍しうる人材を育成します。

工学部長
中川　英之
Hideyuki Nakagawa

1942年11月生、1966年に京都大学理学部物理
学科卒業、1972年に工学部電子工学科に講師
として採用。理学博士（京都大学）。2003年か
ら工学部長・工学研究科長、現在に至る。専門
は電子材料の光物性や光誘起固相反応過程の電
子・格子相互作用など、多機能光電子デバイス
の開発研究。趣味は読書、特に生命の起源の物
理学関連書を読んでいる。

工学部

機 械 工 学 専 攻【大学院】機 械 工 学 科

工学研究科
博士前期課程

超低温物性実験施設

機械実習工場

機器分析

電気・電子工学科

情報・メディア工学科

建 築 建 設 工 学 科

材 料 開 発 工 学 科

生 物 応 用 化 学 科

物 理 工 学 科

知能システム工学科

電気・電子工学専攻

情報・メディア工学専攻

建築建設工学専攻

材料開発工学専攻

生物応用化学専攻

物 理 工 学 専 攻

知能システム工学専攻

ファイバーアメニティ工学専攻

原子力・エネルギー安全工学専攻

物 質 工 学 専 攻

工学研究科
博士後期課程

システム設計工学専攻

ファイバーアメニティ工学専攻

原子力・エネルギー安全工学専攻（平成18年4月開設）



工学部の教育

学生のための学習支援

基礎から先端技術へ 多様な学習履歴を持った
新入生のための補修授業

�新入生合宿、大学教育入門セミナーによる大学生活へのスムーズな移行。

�助言教員制度による履修アドバイス。

�授業の目的、各回の授業内容、成績評価基準などを明示したシラバス

の公開。

�すべての授業科目について、担当教員に直接質問できるオフィスアワ

ーを設置。

�学生による授業評価アンケート、優秀教員の選出。

�学生の自立をITを活用して支援するJIBUN探求支援プログラム。

�福井大学工学部学生育成会、福井大学工業会による学習活動支援。

学　生

数学ステップアップ
英語ステップアップ

専門分野以外の学問領域へ
の関心を深め、高度な教養
としての広い視野を養いま
す。卒業時に副専攻修得認
定証が交付されます。

学科、学年を超えた
学際科目

�工学部共通科目
�学際実験・実習
自主的な能力獲得を支援します。

副専攻制度

研究室に入り1年をかけて
卒業論文や計画をまとめます。

社会で活躍
大学院でさらに研究

先端技術の習得を
目指して各学科の
専門科目を学びます。

実験、実習、演習を重視し、
高度な問題解決能力を

育成します。

専門科目

理数系の基礎科目や
各学科の

専門基礎となる科目を
しっかり学びます。

専門基礎科目 幅広い知識と
豊かな人間性を
育みます。

共通教育科目

卒業研究

基礎学力とともに
社会で活躍できる
創造力と人間力を
育成します。

Imagine+Engineer=Imagineer
夢を実現する技術者「Imagineer」をめざして
Imagine+Engineer=Imagineer
夢を実現する技術者「Imagineer」をめざして



人・環境調和型のモノづくりを目指して

機械工学科
今までは、効率優先の生産競争に重点が置かれてきましたが、今は人と地

球環境に配慮した生産技術への変革が求められています。この21世紀に

は、地球規模での資源の有限性と環境との調和にかかわる工学・工業の問

題の解決が課題となります。また、材料、解析、設計、加工、計測、制御

等の技術の高度化が進んでいます。これらのことから、福井大学工学部機

械工学科では、次のような教育目的を掲げています。

人が環境と調和した快適な社会生活を過ごすための

モノづくりに寄与できる基礎学力と応用能力を有

し、未知の問題に取り組む能力を備え、倫理観を持

った国際社会で活躍できる機械技術者を養成しま

す。

情報･通信1%
金属･資材3%

機械 
27%

自動車・ 
自動車関連 
28%

電気機械 
12%

エンジニアリング 
サービス6%

化学･窯業 
5%

精密機械4%

建築･空調8%
繊維･印刷1%

その他 
5%

産業別 
就職先 

Mechanical Engineering

ハイテク技術の心臓部

電気・電子工学科
科学技術の著しい発展の中で、電気・電子工学は、生産、輸送などのあら

ゆる産業構造の神経系統としての計測・制御・管理システムの基本技術で

あるとともに、高度情報化社会の実現をハードウェア、ソフトウェアの両

面から牽引する中核的技術として発展してきています。学科は、物性・デ

バイス工学、エネルギー工学、システム工学の3分野で構成しています。

すなわち、高度情報化社会は、先端的電子、光デバイスが新しい技法、ソ

フトウェア技術に基づいてシステム化され、そこに高効率で安定なエネル

ギーがあって始めて実現されることに

なります。これらの研究教育を行って

います。

電気機器 
27%

機械8%

輸送用機器 
10%精密機器 

10%

その他 
製造業 
13%

電気・ 
ガス業3%

その他 
9%

情報通信 
35% 産業別 

就職先 

Electrical and Electronics Engineering

「ざる」で水がすくえると言ったら、皆さんはどう思
いますか？「そんなわけないじゃない。」と言われるかも
しれませんが、写真を見てもらえばわかるとおり、ある仕
掛けをしてやると「ざる」で水がすくえるようになります。
その仕掛けとは、「電気めっきによる超撥水性複合めっき
皮膜作製」です。元来めっき皮膜に異物が混入するとそ
のめっきは「失敗」となるのですが、それを逆手にとっ
て機能性微粒子を金属マトリクスに担持させる方法とし
て積極的に利用してやろうというのがこの技術のコンセプ

トです。「ざるで水がすくえ
たからどうだというのだ？」
と思っているそこのあなた。
めっき技術はイミテーション
をつくる技術から、高性能電
池材料や精密電子回路、極微小電子部品などの作製のた
めになくてはならない、最先端の精密材料創製技術へと
脱皮を遂げていますよ。そしてそれの一翼を担っている
のが実は福井大学だと聞いたらわくわくしてきませんか？

工学部──

工学部
材料開発工学科

助教授米沢 晋
Susumu Yonezawa

「福井生まれの最先端科学技術（ナノめっき技術）」

風力・太陽光発電を含む系統の制御

半導体製造風景



情報化社会のスペシャリスト

情報・メディア工学科
情報・メディア工学は若い学問であり、急速に発展するユビキタス（移動

性に優れた情報通信）社会を担う学問です。20年前、計算機室に鎮座し

ていたコンピュータは今では手のひらにのるほどに小型化、高性能化し、

インターネット技術の高度化とあいまって、いつでもどこにおいても情報

を操作することができるようになりました。このようなユビキタス環境は

社会構造をも変えようとしています。本学科では新時代にマッチした最新

のハードウェア技術、

通信技術、ソフトウェ

ア技術の教育・研究を

行っています。
情報関連業 
42%

運輸･通信 
サービス業 

8%

その他製造業 
9%

電気･機械 
29%

その他 
12%

産業別 
就職先 

Information Science

自然と、人と、技術と

建築建設工学科
様々な人々が生活する都市、建物、周辺環境を、安全で快適な、そして美

しいものとするための計画・設計・施工の全般にわたる理論と技術体系を

研究し、人材を育成します。学問分野には、自然科学、社会科学、そし

て、環境を創造する理論と方法を追求する計画論・設計論・施行論やデザ

インの分野があり、これらの広範囲な分野をカバーする多彩な授業科目を

開講しています。

建設業 
22%

コンサルタント・ 
設計事務所 
15%

住宅メーカー 
26%

公務員 
15%

その他 
10%

建材･設備 
12%

産業別 
就職先 

Architecture and Civil Engineering

情報・メディア工学科の教育研究分野

最近のコンピュータの進歩には目覚しいものがありま
す。我々が住む世界の様々な現象をコンピュータの中で
計算し、その結果をあたかも実際に存在するかのような
リアルな映像で表示する技術も発展してきています。こ
のような技術は、バーチャルリアリティという名前で世の
中に普及しつつあります。この技術の次の課題の一つと
して、それらのコンピュータ内で計算された物体に触っ
たり、掴んだりする感覚を人間に提示する力触覚提示技
術が挙げられます。この技術では、指先などにロボット

を取り付けて、仮想の物体の重さや表面摩擦の感触など
を人間に提示します。写真は、眼鏡型の液晶ディスプレ
イに視線方向の映像を映し出し、また二本の指に取り付
けた装置で仮想の「雪だるま」を掴んでいる感覚を人間
に提示しているところです。この技術を用いると、まだ
設計段階の製品を試作なし
に体感したり、繰り返し行
うことが難しい手術などの練
習を繰り返し行えるようにな
るなど将来様々な分野への
応用が期待されています。

工学部──

地域共同研究センター

助教授川井 昌之
Masayuki Kawai

「仮想現実世界をつかむ」



こころ豊かな生活をささえる新材料開発

材料開発工学科
社会から信頼される工学をめざして、現在、工学の世界ではダイナミック

な変革が起こりつつあります。そのような工学諸分野に素材を提供するの

が材料開発工学の役割です。モノを創り出すことは、生活をデザインする

こと。これからの材料開発には、モノ・人・社会そして環境のつながりを

総合的に理解する知識と知恵が必要です。

材料開発工学科のカリキュラムでは、「学生

ひとりひとりが、理解する喜びを実感できる

教育」をモットーに、無機・有機・高分子

などの材料の設計・製造・加工を主体的に

おこなえる技術者を育成します。材料開発

を通じて人類の幸福に貢献することを夢見

る諸君の挑戦を待っています。

繊維・化学製造業 
43%

一般機械 
製造業 
23%

情報関連業 
7%

その他 
22%

産業別 
就職先 

Materials Science and Engineering

化学とバイオテクノロジーの融合をめざして

生物応用化学科
「化学」は自然現象を分子のレベルで解明し、その基礎の上に立って医薬

品や農薬、化学繊維、合成樹脂などの様々な化合物や物質を作り出して発

展してきました。一方、生命現象を分子の機能として理解する「生物化学」

は、遺伝子工学・蛋白工学・細胞工学などの新しい技術、いわゆるバイオ

テクノロジーを生み出し、物質生産や診断、環境保護へ応用されています。

21世紀の目指す社会は自然と共

生しながら、持続的な成長を続け

る社会です。本学科では、「化学」

と「生物化学」との学際的領域を

開拓し、真に豊かな社会の実現を

目指す人材の育成を行います。

化学工業 
製造業 
44%

食品・バイオ 
関連製造業 
30%

その他 
製造業4%

建築業4%

その他 
12%

公務員 
6% 産業別 

就職先 

Applied Chemistry and Biotechnology

本専攻は、平成14年に福井大学で初めて設立された「独立専攻」であ

り、20世紀の福井の産業をリードしてきた「繊維（ファイバー）」を

核に、全ての工学分野が力を合わせて21世紀の新しい産業と「本物の

豊かさ（アメニティ）」を創り出すことを目指して、多くの社会人や留

学生を交えて学際的・国際的な教育研究を展開しています。４年生の

研究室配属時や大学院進学時に多くの皆さんが関心を向けていただく

ことを期待しています。

総合力で本物の豊かさを創造する

ファイバーアメニティ工学専攻 Fiber Amenity Engineering

大学院の工学研究科には、ファイバーアメニティ工学専攻と原子力・エネルギー安全工学専攻という独立専攻があります。



ライントレースコンテスト風景写真

基礎科学と先端技術の架け橋

物理工学科
現代のテクノロジーの多くは、20世紀前半に始まった物理学の革命に源

を発しています。科学的に見て面白いことこそが、革新的な技術につなが

るのです。すでに魔法の領域にまで達した最先端のテクノロジーを理解す

るには、物理の基礎をしっかり学ぶことが必要です。数学や物理を武器に、

物質のミクロな構造や極限状態に迫る－それが本学科の教育と研究の目標

です。

科学・技術の進歩は速く、今日の知識は明日には役に立たない－本学科の

目指すところは特定の分野の専門家ではなく、これからの技術革新に応え

られる技術者を育てることです。物理工学科の卒業生は「新しいことに挑

戦するのを嫌がらない」という評価を得ています。

一般機械製造業 
20%

電気機械製造業 
27%

その他 
製造業 
23%

その他 
10%

情報関連業 
20% 産業別 

就職先 

Applied Physics

21世紀は知能を持つシステムが支える

知能システム工学科
21世紀は共生の時代といわれ、「いかにヒトと共生できるか」を追及した

新しいタイプのソフトウエアや機器が、生活の場に入ってきます。それら

を設計するにはマルチメデイアやメカトロニクスに詳しいとともに、ヒト

そのものについても知る必要があります。

「知能システム工学科」では、ヒトについても詳しい総合的な思考ができる

新しいタイプの科学技術者の養成をめざしています。そこには、計算機ソ

フトウエア、知識情報、メカトロニクス、ロボット、計測・制御、人間情

報、複雑系などの分野が総合され

ています。ヒトや生物に学んだ知

能を持ったシステムをつくる上で

必要な技術を、基礎から応用まで

一貫して学ぶことができる新しい

学科です。

情報33%

機械30%

公務員7%

電気9%

その他 
21%

産業別 
就職先 

Human and Artificial Intelligent Systems

原子力・エネルギー安全工学専攻では、エネルギ

ーおよび原子力に関する問題を「安全と共生」と

いう観点から学際的・学術的にアプローチし、教

育・研究を進めます。日本のエネルギー事情と原

子力エネルギーの役割の重要性、原子力の環境お

よび社会における受容性、原子力技術者の不足と

いう現実を鑑み、原子力とエネルギーにおける諸

課題に関する研究を進展させ、同時に、この分野

で活躍できる高い倫理観を持つ高度専門技術者を

育成することを目的としています。

「安全と共生」を目指す学際的研究教育アプローチ

原子力･エネルギー安全工学専攻 Nuclear Power and Energy Safety Engineering

独立専攻とは、学部と独立した大学院のみの教育研究組織であり、学科を超えた学際性などの特長があります。



入学定員
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看 護 学 科

医 学 部 　 計

機 械 工 学 科

電 気 ・ 電 子 工 学 科

情 報 ・ メ デ ィ ア 工 学 科

建 築 建 設 工 学 科

材 料 開 発 工 学 科

生 物 応 用 化 学 科

物 理 工 学 科

知 能 シ ス テ ム 工 学 科

工 学 部 　 計

教
育
地
域
科
学
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医
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一般選抜 特別選抜
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言 語 教 育 コ ー ス

理 数 教 育 コ ー ス

芸術・保健体育教育コース

音楽教育サブコース

美術教育サブコース

保健体育教育サブコース

生 活 科 学 教 育 コ ー ス

社 会 系 教 育 コ ー ス

教 育 実 践 科 学 コ ー ス

臨 床 教 育 科 学 コ ー ス

障 害 児 教 育 コ ー ス

計

生 涯 学 習 コ ー ス

異 文 化 交 流 コ ー ス

計

行 政 社 会 コ ー ス

地 域 環 境 コ ー ス

計

30

30

160

95

60

155

75

64

65

65

75

65

51

65

525

840

前期日程 後期日程 推薦入試
Ⅰ

推薦入試
Ⅱ 帰国子女 私費外国

人留学生
中国引揚
者等子女 ① ② ① ②

■平成17年度学生募集人員

一般選抜
大学入試センター試験、個別学力試験

及び調査書等の結果を総合して選抜し

ます。

大学入試センターの利用教科・科目や

個別試験の受験する科目は学部・学科、

コースにより異なりますので「入学者

選抜要項」または「学生募集要項」を

ご覧ください。

特別選抜

■推薦入試
出身高校長等の推薦に基づき個別学力検査を免除し、調査書、推

薦書、志望調書、面接及び小論文等の結果を総合して選抜します

が、推薦入試の中には大学入試センター試験を課さないもの（推薦

Ⅰ）と、課すもの（推薦Ⅱ）があります。

■帰国子女
大学入試センター試験を免除する。選抜方法は学部により異なり

ますので「入学者選抜要項」または「学生募集要項」をご覧ください。

■私費外国
大学入試センター試験を免除する。選抜方法は学部により異なり

ますので「入学者選抜要項」または「学生募集要項」をご覧ください。

■中国引揚
大学入試センター試験を免除し、口述試験、面接、出願書類等の

結果を総合して選抜します。

AO入試
AO入試は総合評価方式による選抜で
す。学部・学科、コース毎のアドミッ

ションポリシー（入学者受け入れ方針）

に応じ、志望理由書、自己推薦書、調

査書と面接、口述試験、小論文、講義

等理解力試験、プレゼンテーション等

による各学部・学科、コースそれぞれ

のAO入試を実施します。

AO入試�は大学入試センター試験を課

さない。AO入試�は大学入試センター

試験を課す。

①②は各学部・学科、コースにより異

なりますので「学生募集要項」をご覧

ください。
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教育 0
医学 2
工学 4

中国 6

教育 0
医学 0
工学 2

四国 2

教育 0
医学 1
工学 4

九州 5

教育 1
医学 0
工学 13

その他 14
教育 171
医学 155
工学 584

合計 910

教育 0
医学 1
工学 0

北海道 1

教育 1
医学 2
工学 5

東北 8

教育 0
医学 10
工学 10

関東 20

教育 161
医学 113
工学 428

中部 702

教育 8
医学 26
工学 118

近畿 152

■平成16年度入学者地域別一覧

■入学生の地域別分布

教育地域科学部 医学部 工学部 合　計地　域

北海道

東　北

関　東

中　部

近　畿

中　国

四　国

九　州

その他

合　計

0
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8
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0
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1
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0
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0
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10
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4

2

4
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1

8
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6

2

5

14

910



福井I.C

福井北I.C

丸岡I.C至
金
沢

至
金
沢

至
金
沢

ショッピング●
センター

●

●　
福井県庁

裁判所●

福井県立
歴史博物館附属小学校・

中学校・幼稚園

附属
養護学校 中央卸売市場●

国
道
８
号
線

お
泉
水
通
り

芦
原
街
道

え
ち
ぜ
ん
鉄
道
三
国
芦
原
線

えちぜん鉄道
勝山永平寺線

九頭竜川

国道158号線

至大野

至勝山

至
　
江

至
敦
賀

JR福井駅

松本通り

新田塚

田原町　

福井口　

松岡

福井　

さくら通り

JR
北
陸
本
線

●

至
　
江

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
通
り

●福井大学
文京キャンパス

ショッピング
センター

福井大学
松岡キャンパス

福井
県立大学

北
陸
自
動
車
道

福大前西福井

福井大学の学章です！
作者：柳本　芳亮氏（東京都町田市在住）

学章の意味
二つの円が結びつき、無限大（インフィニティ）の形を形成しています。
それらの円は統合前の「福井大学と福井医科大学」を、また理念にある
「科学と技術」を表し、無限大は新大学の可能性を表現しています。中央
の反転部には、福井大学の頭文字である“ f ”を表出させています。色
は「福井の美しい海と空」、「若さと知性」を表すブルーとしました。

古紙配合率１００%再生紙を使用しています

文京キャンパス（教育地域科学部・工学部）
〒910-8507 福井県福井市文京3丁目9番1号

TEL（0776）23-0500

松岡キャンパス（医学部）
〒910-1193 福井県吉田郡松岡町下合月23号3番地

TEL（0776）61-3111

福井大学広報センター　福井大学総務部企画課
〒910-8507 福井県福井市文京3丁目9番1号 TEL（0776）27-9733 FAX（0776）27-8518 E-mail:koho@sec.icpc.fukui-u.ac.jp URL http://www.fukui-u.ac.jp




